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稿
で
は
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
を
対
象
に
、
卒
業
生
の
進
学
先
や
進
学
後
の

進
路
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
お
お
よ
そ
の
進
学
先
学
校

種
や
そ
の
後
の
活
躍
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路

を
も
れ
な
く
集
計
し
て
み
て
、
同
校
卒
業
者
の
進
路
を
再
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
か

と
考
え
た
。
ま
た
、
進
学
先
の
学
校
種
や
学
修
分
野
と
併
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
産
業

に
従
事
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
入
学
者
の
親
の
職
業
や
本
籍
地

も
府
立
一
中
卒
業
後
の
進
路
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
府
立
一
中
を
通
し

た
地
域
移
動
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

研
究
の
結
果
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
た
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ

て
き
た
通
り
、
官
立
高
等
学
校
や
大
学
予
科
へ
進
学
し
た
者
の
比
率
は
確
か
に
他
府

県
に
比
べ
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
早
慶
を
主
と
す
る
私
立
大
学
等
の
記
載
も
多
く

を
占
め
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
進
学
先
で
の
学
修
分
野
を
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
文
学
・
法
学
、
理
学
・
工
学
の
分
野
で
は
、
確
か
に
帝
国
大
学
で
学
ん
だ
者

が
多
く
み
う
け
ら
れ
た
が
、
一
方
で
、
官
立
大
学
や
私
立
専
門
学
校
等
で
政
治
・
経

済
・
商
学
、
あ
る
い
は
医
学
等
を
学
ん
だ
者
も
一
定
数
存
在
し
て
い
た
。
第
二
に
、

こ
の
よ
う
に
、
多
様
性
に
富
む
進
路
の
背
景
に
あ
る
、
東
京
府
の
特
殊
性
で
あ
る
。

上
述
し
た
通
り
、
他
府
県
か
ら
、
し
か
も
遠
方
か
ら
東
京
へ
移
り
、
府
立
一
中
へ
入

学
し
た
ケ
ー
ス
を
確
認
し
た
。
第
三
に
、
本
稿
で
用
い
た
史
料
か
ら
、
進
学
先
や
そ

の
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
よ
り
精
細
な
分
析
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

A
bstract

T
he
aim
ofthis
paper
is
to
clarify
the
trends
offuture
course
ofthe

T
okyo
Prefectural
First
M
iddle
School
graduates.
A
s
in
the
past

research
ofm
ine,the
type
ofschoolw
hich
the
graduates
entered
and

the
subsequentactivities
have
roughly
been
disclosed.T
his
paper
also

exam
ined
the
relationship
betw
een
the
academ
ic
fields
and
the

engaged
industries.
In
addition,
this
paper
also
considered
the

regional
m
igration.T
he
follow
ing
points
becam
e
clear
as
a
result
of

the
analysis.

(1)
T
he
ratio
of
those
w
ho
advanced
to
nationalhigh
schools
etc.

東京府立第一中学校卒業生の進路について1



w
as
certainly
higher
than
those
w
ho
advanced
to
schools
of
other

prefectures.M
any
of
them
w
ent
to
im
perialuniversities
and
studied

literature,
law
,
science,
and
engineering.
O
n
the
other
hand,
it

accounted
for
the
factthatm
any
students
w
entto
private
universities

and
special
colleges.
T
hey
studied
political
science,
econom
ics,

com
m
erce,m
edicine
etc.at
national
universities
and
private
special

colleges.

(2)
T
he
background
ofrich
diversity
courses
have
been
related
to

the
specialty
of
T
okyo
prefecture.
T
his
paper
show
ed
the
cases

w
here
students
m
oved
from
various
prefectures
to
T
okyo
prefecture

and
entered
this
m
iddle
school.

(3)
From
the
historical
records
analyzed
in
this
paper,there
is
a

need
to
reexam
ine
the
future
courses
ofthe
students
ofthis
school.

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
旧
制
中
学
校
の
中
で
も
、
東
京
帝
国
大
学
予
備
門
の
前
課
程
と
さ
れ
(1)
、

ま
た
「
超
一
流
中
学
校
」(2)
と
も
評
さ
れ
た
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
（
以
下
、「
府

立
一
中
」
と
す
る
）
を
対
象
に
、
卒
業
生
の
進
学
先
や
進
学
後
の
進
路
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

府
立
一
中
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
教
育
史
研
究
や
教
育
社
会
学
研
究
等

に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
の
記
述
に
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
同
書
で
は
「
整
備
期
」
に
お
け
る
「
中
学
校
の
社
会
的
な
機
能
」(3)
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
中
学
校
を
取
り
上
げ
、
そ
の
卒
業
生
進
路
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
府
立
一
中
は
「
超
一
流
中
学
校
」(4)
と
表
現
さ
れ
、
そ
の
卒
業
生
進
路
に
つ

い
て
、「
さ
す
が
に
、
名
門
中
学
校
ら
し
く
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
進
学
率
は
、

ほ
ぼ
七
割
の
線
を
維
持
し
、一
高
―
東
京
帝
大
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
へ
進
ん
だ
者
は
、

常
に
三
五
％
」
を
上
回
っ
て
い
る
(5)
、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
東
京
府
立
一
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中
『
創
立
五
十
周
年
記
念
』，
巻
末
名
簿
」(6)
と
い
う
史
料
を
用
い
て
、【
図
表
１
】
の

よ
う
な
統
計
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
神
辺
靖
光
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
』(7)
の
よ
う
に
、
一
次
史
料
を
丹

念
に
繙
き
、
主
に
学
制
期
か
ら
明
治
二
十
年
代
ま
で
の
、
中
学
校
設
置
経
緯
、
教
育

課
程
、
教
員
、
教
育
費
な
ど
を
詳
述
し
た
研
究
、
ま
た
、
主
と
し
て
私
立
中
学
校
を

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
武
石
典
史
の
研
究
な
ど
が
あ
る
(8)
。
さ
ら

に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
府
立
一
中
に
入
学
し
た
須
藤

直
勝
が
、
そ
の
著
『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
』
の
中
で
、「
同
級
一
五
八
名
」
の
「
進

路
・
社
会
的
活
躍
」(9)
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
お
お
よ
そ
の
進
学
先
学
校
種
や
そ
の
後
の

活
躍
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
超
一
流
」
と
評
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
校
入
学
者
の
出
自
や
卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
研
究

は
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路
を
も
れ
な
く
集
計
し
て
み

て
、も
う
一
度
丁
寧
に
同
校
卒
業
者
の
進
路
を
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
進
学
先
の
学
校
種
や
学
修
分
野
と
併
せ
て
、
進
学
先
を
卒
業
し

て
ど
の
よ
う
な
産
業
に
従
事
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

加
え
て
、
こ
れ
は
明
治
前
期
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
天
野
郁
夫
が
い

う
、「
笈
を
負
う
て
東
都
へ
」(10)
向
か
っ
た
上
京
遊
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

武
石
典
史
『
近
代
東
京
の
私
立
中
学
校
』
の
指
摘
す
る
、
他
府
県
出
身
者
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
同
書
は
、「
農
村
部
の
中
学
校
」
に
比
べ
、「『
一
中
』
相

当
の
中
学
校
で
は
他
府
県
出
身
者
が
多
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
(11)
。【
図
表
２
】
を
見
る
と
、
確
か
に
府
立
一
中
の
場
合
、
明
治
三
十
三
年
時

東京府立第一中学校卒業生の進路について3
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点
で
、
他
府
県
出
身
者
が
五
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
同
時
代
の
他
県
の
中
学
校
に

比
べ
圧
倒
的
に
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
全
国
規
模
で
転

勤
を
す
る
親
の
場
合
、
東
京
府
以
外
に
本
籍
が
あ
り
、
東
京
へ
の
異
動
と
と
も
に
、

そ
の
子
弟
が
府
内
の
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
入
学
者
の
親
の
職

業
や
本
籍
地
も
府
立
一
中
卒
業
後
の
進
路
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
最
後
に
考
察
を
加
え
る
。

一
、
東
京
府
の
中
学
校
設
置
状
況

ま
ず
、
東
京
府
内
に
設
置
さ
れ
た
中
学
校
数
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
く
。
公
立
中

学
校
に
限
っ
て
み
る
と
、
府
立
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
ま
で
に
二

四
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
ま
で
に
一
二
の
府
立
中
学

校
が
設
置
さ
れ
、
残
り
の
半
数
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
以
降
に
矢
継
ぎ
早
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
東
京
市
立
の
中
学
校
も
四
校
設
置
さ
れ
て
お
り
、大
正
十
三（
一

九
二
四
）
年
に
第
一
東
京
市
立
（
麹
町
）、
第
二
東
京
市
立
（
下
谷
）
の
二
中
学
校
が
、

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
第
三
東
京
市
立
（
豊
島
）、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）

年
に
東
京
市
立
多
摩
（
渋
谷
）
の
各
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
(12)
。
昭
和
十
五
年
に
一

挙
に
七
校
が
増
設
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、『
東
京
府
公
立
中
学
校
百
年
史
』
に
、
次
の

よ
う
な
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
七
月
、
当
時
の
府
知
事
で
あ
っ
た

岡
田
周
道
に
提
出
さ
れ
た
、
府
政
調
査
委
員
会
教
育
委
員
会
の
報
告
書
と
さ
れ
る
。

府
教
育
問
題
中
広
ク
府
民
生
活
ニ
直
接
影
響
ス
ル
モ
ノ
ハ
中
等
教
育
施
設
ノ

問
題
デ
ア
ラ
ウ
。
本
府
ノ
中
等
教
育
施
設
ニ
驚
ク
ベ
キ
不
満
欠
陥
ア
ル
ガ
為
ニ

累
ヲ
小
学
教
育
ニ
及
ボ
シ
、
入
学
試
験
準
備
ノ
タ
メ
小
学
教
育
本
来
ノ
使
命
ヲ

破
壊
シ
、
児
童
ノ
心
身
ヲ
傷
ツ
ケ
、
毎
春
幾
多
ノ
家
庭
ノ
悲
劇
ヲ
生
ミ
、
果
テ

ハ
関
係
教
職
員
ノ
不
正
ヲ
サ
ヘ
誘
発
セ
シ
ム
ル
ノ
結
果
ヲ
来
シ
、
所
謂
試
験
地

獄
ハ
年
一
年
ト
深
刻
ヲ
加
フ
ル
ノ
ミ
デ
ア
ル
。（
中
略
）
年
ヲ
追
テ
優
良
ナ
ル

中
等
学
校
ヘ
ノ
志
望
者
ノ
殺
到
集
中
ハ
益
〻
熾
烈
ヲ
極
メ
試
験
地
獄
ノ
深
刻
化

ハ
子
ヲ
有
ツ
一
家
悉
ク
ヲ
苦
悩
ノ
淵
ニ
沈
メ
テ
ヰ
ル
。

（
中
略
）

明
昭
和
十
五
年
ハ
皇
紀
二
千
六
百
年
ニ
当
リ
（
中
略
）
此
ノ
時
ニ
当
リ
本
府

ハ
国
民
文
化
向
上
ノ
施
設
ノ
タ
メ
中
等
学
校
ノ
大
増
設
ヲ
企
画
シ
（
後
略
）(13)

昭
和
十
五
年
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
各
種
事
業
を
企
画
し
た
が
、
そ

の
う
ち
、「
国
民
文
化
向
上
」
を
目
指
し
た
「
府
立
中
学
校
ノ
増
設
」
や
「
工
業
学
校

ノ
増
設
」(14)
な
ど
、
中
等
学
校
の
増
設
を
盛
り
込
ん
だ
。
中
等
学
校
の
増
設
の
背
景

と
し
て
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
府
内
に
お
け
る
中
等
学
校
の
不
足
に
よ
り
、

「
児
童
ノ
心
身
」
へ
の
負
担
、「
家
庭
ノ
悲
劇
」、「
関
係
教
職
員
ノ
不
正
」、「
試
験
地

獄
」
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
苦
悩
」
を
解
消
す
る
た
め
、

ま
た
、「
皇
紀
二
千
六
百
年
」
を
機
に
「
中
等
学
校
ノ
大
増
設
」
を
は
か
る
、
と
し
て

い
る
。

な
お
、
私
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
、『
文
部
省
第
七
十
一
年
報
』
に
よ
る
と
、
昭

和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
時
点
で
、
五
四
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
(15)
。
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二
、『
文
部
省
年
報
』、
学
校
史
等
か
ら
分
か
る
進
路

（
一
）
全
国
的
に
み
た
東
京
府
の
進
学
動
向

刊
行
さ
れ
て
い
る
統
計
史
料
か
ら
分
か
る
、
東
京
府
全
体
の
中
学
校
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
く
。【
図
表
３
】
は
、『
文
部
省
年
報
』
中
「
前
年
度
本
科

卒
業
者
ノ
本
年
度
末
ノ
状
況
」
等
に
よ
り
、
卒
業
者
数
に
占
め
る
就
職
者
、
進
学
者

の
比
率
を
、
東
京
府
と
全
国
計
と
で
比
べ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

実
業
従
事
者
、
学
校
職
員
、
官
公
吏
等
の
比
率
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
全
国
計
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
は
全
国
計
と
比
較

し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
。

高
等
学
校
・
大
学
予
科
進
学
者
、
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
進
学
者
比
率
に

つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
前
後
以
降
、
高
等
学
校

へ
の
進
学
者
比
率
が
急
上
昇
し
た
一
方
で
、
専
門
学
校
や
実
業
専
門
学
校
へ
の
進
学

者
比
率
は
下
降
し
て
い
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
府
内
に
第
一
高
等
学
校
以
外
の
高
等

学
校
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
高
等
学
校
の
ほ
か
、
大
正
十
（
一

九
二
一
）
年
に
は
官
立
の
東
京
高
等
学
校
、
私
立
の
武
蔵
高
等
学
校
が
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）
年
に
は
成
城
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
に
設
立
さ
れ
た
府
立
高
等
学
校
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(16)
。
ま
た
、
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
の
高
等
学
校
令
に
よ
り
、
東
京
高
等
学
校
、
武
蔵
高
等
学
校
な
ど
は

七
年
制
の
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
以
下
の
回
顧
か
ら
、こ
の
筆
者
が
府
立
一
中
と
の
、

い
わ
ゆ
る
併
願
で
、「
出
来
た
て
」
の
武
蔵
高
等
学
校
を
受
験
し
た
こ
と
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
高
等
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
急
上
昇
し
た
背
景
と
し
て
、
七
年

東京府立第一中学校卒業生の進路について5
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制
高
等
学
校
の
尋
常
科
へ
入
学
し
た
者
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

わ
た
く
し
が
府
立
一
中
に
入
学
し
た
年
に
は
、
ち
ょ
う
ど
七
年
制
武
蔵
高
校

が
創
立
さ
れ
、
そ
の
入
学
試
験
が
府
立
一
中
の
試
験
よ
り
も
前
に
お
こ
な
わ
れ

た
。
そ
れ
に
首
尾
よ
く
パ
ス
し
た
が
、
父
は
出
来
た
て
の
学
校
に
不
安
を
感
じ

て
、
兄
た
ち
二
人
の
母
校
で
も
あ
っ
た
一
中
を
う
け
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。（
中

略
）（
大
正
十
五
年
四
年
修
了

元
東
大
・
千
葉
大
教
授
）(17)

な
お
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
比
率
に
大
き
な
乱
れ
が
み
ら
れ
る
の
は
、

関
東
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
卒
業
者
数
そ
の
も
の
が
震
災
前
、

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
三
、
〇
八
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
に
は
二
、
六
七
六
名
と
お
よ
そ
四
〇
〇
名
減
少
し
、
翌
大
正
十
三
（
一
九

二
四
）
年
に
は
三
、
三
四
九
名
と
、
前
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
母
数

の
大
き
な
変
動
が
一
つ
の
背
景
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
進
学
者
比
率
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
頃
ま
で
は

全
国
計
を
一
〇
〜
二
〇
％
上
回
っ
て
い
た
が
、
高
等
学
校
の
増
設
と
時
期
を
同
じ
く

し
て
、
全
国
計
を
若
干
上
回
る
程
度
と
な
っ
た
。

（
二
）『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
創
立
五
十
年
史
』
の
記
述

学
校
史
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編
『
東
京
府
立
第

一
中
学
校
創
立
五
十
年
史
』(18)（
以
下
、「『
五
十
年
史
』」
と
す
る
）
に
は
、
昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
ま
で
の
卒
業
生
進
路
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
「
五
千
有
五
百
の
卒
業
生

東海学園大学紀要 第 24 号 6
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を
出
」
し
、
そ
の
う
ち
、「
帝
大
を
卒
業
せ
る
者
一
千
五
百
、
博
士
の
称
号
を
有
す
る

も
の
百
に
垂
ん
と
す
」(19)
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
訳
を
【
図
表
４
】
と

し
て
示
し
て
い
る
。
な
お
、「
構
成
比
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
付
記
し
た
。
標
題
に

も
あ
る
と
お
り
、
こ
こ
に
は
「
卒
業
及
同
在
学
」
者
が
示
し
て
あ
る
。
も
っ
と
も
多

い
の
は
、「
帝
国
大
学
卒
業
者
」
と
「
同
生
徒
」
で
あ
り
、
先
行
研
究
の
示
す
通
り
あ

わ
せ
て
三
五
％
と
、お
よ
そ
三
分
の
一
に
の
ぼ
る
。「
高
等
学
校
卒
業
者
」お
よ
び「
同

生
徒
」
は
お
よ
そ
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
五
十
年
史
』
に
は
、【
図
表
５
】
に
あ
る
よ
う
に
、
卒
業
生
の
就
い
た
「
職

業
」
と
し
て
、
集
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
職
業
」
と
は
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
上

級
学
校
に
在
学
中
の
者
も
こ
れ
に
含
ん
で
い
る
。
実
際
の
「
職
業
」
と
み
ら
れ
る
も

の
で
最
も
多
く
を
占
め
た
の
は
、「
銀
行
会
社
員
其
他
実
業
家
」
で
あ
り
、
二
割
を
こ

え
る
。
つ
い
で
、
一
割
弱
が
「
官
公
吏
」
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
同
窓
会
名
簿
か
ら
分
か
る
進
路

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
や
学
校
史
、
あ
る
い
は
一
覧
等
か
ら
、
中
学
校
卒
業

直
後
の
進
学
や
、
あ
る
時
点
で
の
卒
業
生
の
就
職
先
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
史
料
と
し
て
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
如
蘭
会
編
『
昭

和
十
三
年
十
月

東
京
府
立
第
一
中
学
校

如
蘭
会
員
及
現
在
生
徒
名
簿
』（
以
下
、

「『
名
簿
』」
と
す
る
）(20)
を
用
い
て
、
府
立
一
中
卒
業
後
の
進
学
と
従
事
し
た
産
業
と

の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、「
如
蘭
会
」
設
立
に
つ
い
て
は
、
東
京
府
立
第

一
中
学
校
編
『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
沿
革
誌
』
に
、
明
治
「
十
八
九
年
の
頃
」「
職

員
及
卒
業
生
中
の
有
志
者
発
起
し
て
相
互
の
親
和
を
厚
く
す
る
旨
趣
」(21)
か
ら
設
立

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
名
簿
』
に
は
、「
明
治
十
五
年
卒
業
者
」
か
ら
「
昭
和
十
七
年
三
月
卒
業
ト

同
期
半
途
退
学
者
」
ま
で
、
八
、
〇
〇
〇
名
余
り
の
進
学
先
学
校
名
あ
る
い
は
学
位
、

勤
務
先
、
氏
名
、
住
所
と
思
わ
れ
る
事
項
が
、
卒
業
年
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
全

員
に
こ
れ
ら
の
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
記
載
の
な
い
場
合
も
多
く
み

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
進
学
先
学
校
名
や
学
位
、
勤
務
先
、
住
所
に
注
目
し
て
卒
業

後
の
動
向
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。

【
図
表
６
】
は
進
学
先
学
校
名
あ
る
い
は
学
位
の
記
載
の
有
無
、
勤
務
先
の
記
載

東京府立第一中学校卒業生の進路について7
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の
有
無
に
分
け
て
そ
の
数
を

集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
進
学
先
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
そ
れ
と
判
断
で
き
る

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の

は
、
三
、
五
七
二
例
で
あ
っ

た
。
加
え
て
、「
文
学
士
」「
法

学
士
」「
商
学
士
」
な
ど
、
学

位
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い

た
も
の
が
二
、
九
一
七
例
で

あ
り
、
合
わ
せ
る
と
六
、
四

八
九
例
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
少
な
く
と
も
、
七
八
％
の
者
が
何
ら
か
の
形
で
進
学
し
た
と

判
断
で
き
る
。
就
職
先
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
あ
っ
た
も
の
が
三
、
三

一
六
例
、
な
い
も
の
が
五
、
〇
一
七
例
で
あ
っ
た
。【
図
表
６
】
に
は
示

し
て
い
な
い
が
、
昭
和
十
三
年
の
『
名
簿
』
を
用
い
た
の
で
、
後
に
な

る
ほ
ど
、
上
級
学
校
在
学
中
の
者
が
多
く
な
る
。

さ
て
、
進
学
先
の
学
校
種
や
学
修
分
野
に
つ
い
て
で
あ
る
。【
図
表

７
】
は
、『
名
簿
』
の
記
載
内
容
か
ら
、
そ
の
設
置
者
、
学
校
種
、
学
修

分
野
に
分
け
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
種
か
ら
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
私
立
大
学
で
七
〇
二
例
で

あ
っ
た
。
主
な
進
学
先
を
み
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
の
二
七
四
例
、
早

東海学園大学紀要 第 24 号 8
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稲
田
大
学
の
二
三
七
例
、
こ
の
二
つ
で
合
わ
せ
て
五
一
一
例
で
あ
り
、
私
立
大
学
進

学
者
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
い
で
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
が
三
八
例
、
中
央
大
学
が
三
五
例
、
明
治
大
学
が
二
二
例
、
上
智
大
学
一
六
例
、

日
本
医
科
大
学
一
五
例
、
立
教
大
学
一
二
例
、
東
京
農
業
大
学
一
一
例
な
ど
と
続
く
。

上
位
に
あ
る
の
は
当
然
な
が
ら
東
京
府
内
に
設
置
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ

た
。つ

い
で
記
載
の
多
か
っ
た
の
は
、
官
立
高
等
学
校
の
六
五
〇
例
で
あ
っ
た
。
最
多

は
第
一
高
等
学
校
の
二
四
九
例
で
あ
り
、
そ
の
次
に
多
か
っ
た
浦
和
高
等
学
校
の
七

二
例
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
水
戸
高
等
学
校
の
六
〇
例
、
第
二
高

等
学
校
お
よ
び
静
岡
高
等
学
校
の
各
四
七
例
、
第
四
高
等
学
校
の
二
七
例
、
山
形
高

等
学
校
の
二
五
例
、
先
ほ
ど
述
べ
た
大
正
十
年
設
置
の
東
京
高
等
学
校
が
二
三
例
で

あ
っ
た
。

帝
国
大
学
に
つ
い
て
は
五
一
〇
例
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
東
京
帝
国
大
学

と
判
断
で
き
た
も
の
は
三
九
〇
例
で
あ
り
、
八
割
近
く
に
達
す
る
。
つ
い
で
、
東
北

帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
三
三
例
で
あ
っ
た
。
官
立
高
等
学
校
の
六

五
〇
名
も
、『
名
簿
』
発
行
の
後
、
多
く
が
帝
国
大
学
へ
進
学
し
た
と
推
測
で
き
る
。

他
の
中
学
校
に
比
べ
、
専
門
学
校
や
実
業
専
門
学
校
の
記
載
が
あ
っ
た
比
率
は
低

い
(22)
。
官
公
私
立
の
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
を
合
わ
せ
て
五
一
四
例
で
あ
り
、

全
体
の
一
割
に
満
た
な
い
。
専
門
学
校
に
分
類
し
た
ケ
ー
ス
の
具
体
的
な
学
校
名
を

多
い
順
に
示
す
と
、
官
立
で
は
東
京
商
科
大
学
附
属
商
専
が
八
八
例
、
東
京
外
国
語

学
校
が
八
一
例
、
東
京
美
術
学
校
が
二
六
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
私
立
で
は
東
京
医

学
専
門
学
校
が
一
三
例
、
青
山
学
院
専
門
部
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
一
二
例
で
あ
っ
た
。
実
業
専
門
学
校
を
み
る
と
、
東
京
高
等
商
船
学
校
が
三
七
例

と
最
多
で
あ
り
、
つ
い
で
東
京
高
等
工
芸
学
校
が
三
六
例
、
横
浜
高
等
工
業
学
校
が

三
五
例
、
横
浜
高
等
商
業
学
校
が
一
三
例
で
あ
っ
た
。

陸
海
軍
関
係
学
校
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
九
例
、
三
七
例
と
全

体
の
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。

学
修
分
野
で
み
る
と
、「
東
大
工
」「
東
京
高
工
」「
東
大
理
」「
横
浜
高
工
」
な
ど

理
学
・
工
学
の
分
野
、「
東
大
文
」「
東
大
法
」「
慶
大
法
」「
慶
大
文
」
な
ど
文
学
・

法
学
が
多
数
を
占
め
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
お
よ
そ
一
五
％
で
あ
る
。
つ
い
で
、「
東
京

高
商
了
」「
東
京
商
大
」「
慶
大
予
（
経
）」
な
ど
、
政
治
・
経
済
・
商
学
分
野
が
一
四

％
、「
東
大
医
」「
慈
大
」「
慶
大
医
」
な
ど
、
医
学
・
歯
学
・
薬
学
等
（
以
下
、「
医

学
等
」
と
す
る
）
が
一
〇
％
と
続
く
。

【
図
表
７
】
の
「
学
位
名
の
み
」
の
中
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
以
外
の
帝
大
も
含

ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
学
位
名
の
み
が
半
数

近
く
を
占
め
て
い
る
。「
法
学
士
」「
医
学
士
」「
文
学
士
」
な
ど
、
学
位
の
み
が
記
載

さ
れ
て
い
た
者
す
べ
て
を
「
東
京
帝
大
」
と
み
な
せ
ば
、
確
か
に
四
割
前
後
に
な
ろ

う
。
た
だ
、
学
位
名
が
示
さ
れ
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
帝
国
大
学
を
さ
す
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
工
学
士
」(23)
と
の
み
記
載

さ
れ
て
い
て
も
、
昭
和
十
三
年
の
『
名
簿
』
で
確
認
す
る
と
、「
東
京
高
工
了
」(24)
、
す

な
わ
ち
東
京
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
昭
和
十
三

年
の
『
名
簿
』
で
「
医
学
士
」(25)
と
の
み
あ
る
場
合
で
も
、『
昭
和
十
一
年
七
月

東

京
府
立
第
一
中
学
校
一
覧
』
で
は
「
新
潟
医
大
」
あ
る
い
は
「
慶
大
」(26)
と
確
認
で
き

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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つ
づ
い
て
、
学
修
分
野
と
従
事
し
た
産
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
、【
図
表
８
】【
図

表
９
】
に
示
し
た
。【
図
表
８
】
か
ら
、
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
文
学
・
法
学
等
、

あ
る
い
は
医
学
等
を
学
び
、
公
務
、
自
由
業
に
従
事
し
た
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
三
七
三

名
、
三
七
〇
名
と
集
中
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
・
商
学

分
野
を
学
び
、
商
業
に
従
事
し
た
者
、
理
学
・
工
学
を
学
び
工
業
に
従
事
し
た
者
も

三
〇
〇
名
を
超
え
て
い
る
。

【
図
表
９
】
は
、「
公
務
、
自
由
業
」
に
分
類
し
た
一
、
四
八
三
名
を
、
さ
ら
に
中

分
類
ま
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
国
家
事
務
や
地
方
事
務
に
従
事
し
た
と

考
え
ら
れ
る
者
が
六
八
〇
名
と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
つ
い
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で
教
育
に
従
事
し
た
者
が
四
四
四
名
、
医
療
に
従
事
し
た
者
が
二
三
〇
名
と
な
っ
て

い
る
。
公
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
者
の
多
く
は
、
文
学
・
法
学
、
あ
る
い
は
理
学
・
工

学
の
分
野
を
学
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
が
、学
修
分
野
は
他
に
比
べ
て
分
散
し
て
い
る
。

教
育
に
携
わ
っ
た
者
も
同
じ
く
、
文
学
・
法
学
、
理
学
・
工
学
分
野
を
中
心
に
、
学

修
分
野
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
医
療
分
野
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
学
修

分
野
と
従
事
し
た
産
業
が
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

四
、
府
立
一
中
を
通
し
た
地
域
間
移
動

さ
て
、
最
後
に
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
、
府
立
一
中
に
入
学
し
た
生
徒
の
親
の

職
業
、
あ
る
い
は
入
学
者
の
本
籍
な
ど
と
、
卒
業
生
の
進
路
と
の
関
連
に
つ
い
て
検

討
す
る
。【
図
表
２
】
に
示
し
た
通
り
、
明
治
三
十
三
年
の
『
東
京
府
第
一
中
学
校
一

覧
』(27)
で
は
、
本
籍
地
や
族
籍
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
一
部
は
可
能
で
あ
る

が
、
昭
和
十
三
年
の
『
名
簿
』
に
掲
載
さ
れ
た
全
卒
業
者
の
、
進
学
先
や
就
職
先
と
、

親
の
職
業
や
本
籍
と
を
照
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
友
会
雑
誌
や
学
校
史
な
ど

か
ら
、
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
記
述
を
み
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

以
下
に
示
し
た
の
は
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
府
立
一
中
に
入
学
し
た

生
徒
の
「
入
学
当
時
の
思
出
」
と
す
る
回
想
で
あ
る
。

（
前
略
）
私
は
十
一
歳
ま
で
郷
里
丹
後
国
加
悦
町
の
遵
導
尋
常
高
等
小
学
校

に
通
学
し
て
お
り
ま
し
て
、
明
治
二
十
七
年
の
十
二
月
忘
れ
も
せ
ぬ
雪
降
り
し

き
る
中
を
母
に
伴
な
わ
れ
て
上
京
、
南
葛
飾
郡
大
島
町
に
於
け
る
父
の
勤
め
て

い
る
小
名
木
川
綿
布
株
式
会
社
の
社
宅
に
移
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
す
。
今
で

も
そ
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
当
時
は
尚
更
の
事
、
大
島
町
と
言
え
ば
東
京
の
場

末
の
場
末
で
東
京
の
中
へ
は
這
入
り
ま
せ
ん
が
、
夫
れ
で
も
丹
後
の
田
舎
言
葉

で
は
定
め
し
仲
間
の
生
徒
達
に
笑
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
肩
身
の
せ
ま
い
思
い
を

さ
せ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
の
父
母
の
心
遣
り
か
ら
、
直
ぐ
小
学
校
へ
入
学

さ
せ
ら
れ
ず
明
け
て
二
十
八
年
四
月
に
土
地
の
大
島
小
学
校
の
四
年
に
這
入
り

ま
し
た
。（
中
略
）（
明
治
三
十
六
年
卒
業
と
同
期
半
途
退
学

新
日
本
窒
素
肥

料
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）(28)

彼
は
、十
一
歳
ま
で「
郷
里
丹
後
国
加
悦
町
」（
現
京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
の
中
・

南
部
）
に
お
り
、
そ
の
後
、
南
葛
飾
郡
の
大
島
小
学
校
に
転
入
、
卒
業
後
府
立
一
中

へ
入
学
し
た
生
徒
で
あ
る
。
彼
の
進
学
先
を
『
名
簿
』
で
照
合
し
た
所
、「
東
京
高
商

了
」(29)
と
あ
る
。
東
京
高
等
商
業
学
校
へ
進
学
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
さ
ら
に
、

『
東
京
高
等
商
業
学
校
一
覧
〈
従
明
治
三
十
七
年
至
明
治
三
十
八
年
〉』
か
ら
、
本
籍

地
は
「
京
都
」(30)
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
親
の
転

勤
と
と
も
に
京
都
か
ら
東
京
へ
移
り
、
府
立
一
中
、
東
京
高
商
へ
進
学
し
た
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

次
の
回
顧
に
登
場
す
る
、
大
正
二
年
入
学
の
「
大
井
四
郎
」
に
つ
い
て
は
、
本
籍

地
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、『
名
簿
』
中
、「
大
正
二
年
卒
業
ト
同
期
半
途
退
学
者
」

に
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
も
う
一
人
大
井
四
郎
は
四
年
ま
で
一
緒
で
あ
っ
た
。
気
持
の
よ
い

友
達
で
あ
っ
た
が
家
族
と
一
緒
に
京
都
に
移
っ
た
。
米
井
は
大
財
閥
の
後
継
者
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で
あ
っ
た
。
親
の
希
望
か
な
に
か
で
一
つ
橋
の
高
商
を
出
た
が
、
当
人
は
実
業

を
嫌
い
史
学
研
究
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
。
金
髪
婦
人
と
結
婚
し
て

か
の
地
に
居
す
わ
っ
た
。
ス
イ
ス
の
大
学
講
師
と
し
て
研
究
に
専
念
し
た
。
金

に
あ
か
し
て
専
門
の
図
書
館
を
建
設
し
た
そ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
高
商
を
出

た
秀
才
島
崎
、
前
川
等
は
米
井
と
同
級
と
い
う
こ
と
か
ら
米
井
商
店
に
入
社
し

た
。
島
崎
は
重
要
な
ポ
ス
ト
で
活
躍
し
た
。
前
川
の
お
父
さ
ん
は
一
中
の
国
語

の
先
生
で
あ
る
。
頭
が
良
く
て
全
級
六
―
七
番
を
下
ら
な
か
っ
た
。
大
井
は
京

都
の
高
工
を
出
た
が
米
井
と
親
友
で
あ
っ
た
関
係
で
米
井
に
入
社
し
た
。（
中

略
）

（
大
正
二
年
卒
業

遺
伝
学
生
物
統
計
学
者
）(31)

大
井
は
四
年
生
ま
で
府
立
一
中
に
在
籍
し
た
後
、
家
族
と
と
も
に
京
都
に
移
り
、

京
都
高
等
工
業
学
校
へ
進
学
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、「
米
井
と
親
友

で
あ
っ
た
関
係
で
米
井
に
入
社
し
た
」と
あ
る
が
、『
名
簿
』で
も
勤
務
先
と
し
て「
米

井
商
店
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
(32)
。
親
の
転
勤
の
た
め
、
先
に
示
し
た
生
徒
と
は
逆

に
、
東
京
か
ら
府
外
に
移
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

以
下
に
示
し
た
の
は
、
日
興
證
券
副
社
長
を
務
め
た
、
昭
和
三
年
卒
業
の
長
谷
部

照
正
(33)
の
回
顧
で
あ
る
。

入
学
し
た
の
は
大
正
十
二
年
、
大
震
災
の
年
だ
っ
た
。
父
が
広
島
の
第
五
師

団
の
参
謀
を
し
て
い
た
の
で
、
私
は
広
島
か
ら
受
験
の
た
め
に
上
京
し
た
。
当

時
の
山
本
鶴
一
参
謀
長
の
令
息
高
行
氏
（
現
在
富
士
製
鉄
常
務
）
が
父
君
の
許

を
離
れ
て
上
京
、
一
中
か
ら
一
高
に
進
ま
れ
た
の
を
み
て
、
私
の
父
が
刺
激

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。（
中
略
）（
昭
和
三
年
卒
業

日
興
証
券
調
査
部

長
）(34)

長
谷
部
は
、
父
の
も
と
広
島
か
ら
離
れ
て
上
京
し
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年

に
府
立
一
中
に
入
学
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る「
山
本
鶴
一
参
謀
長
の
令
息
高
行
氏
」に
つ
い
て
、『
名
簿
』

を
確
認
し
て
み
る
。「
高
行
氏
」
は
大
正
十
二
年
第
四
学
年
修
了
者
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
彼
も
府
立
一
中
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
進
学
先
と
し
て
は

「
法
学
士
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
。「
高
行
氏
」
は
後
に
「
商
工
省
工
務
局
工
務

課
」
に
勤
務
し
た
(35)
。
一
方
、
長
谷
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
年
の
『
名
簿
』
に
よ
る

と
「
一
高
文
丙
」
と
あ
る
の
で
、
府
立
一
中
を
卒
業
後
、
第
一
高
等
学
校
へ
進
学
、

「
法
学
士
」
と
な
り
、「
満
鉄
経
済
調
査
会
」
に
勤
め
た
。

こ
の
回
顧
に
よ
る
と
、
長
谷
部
の
父
は
長
谷
部
が
入
学
し
た
頃
、「
広
島
の
第
五
師

団
の
参
謀
」
で
あ
っ
た
。『
日
本
陸
海
軍
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
に
よ
る
と
、
父
は

「
長
谷
部
照
俉
」(36)
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
に
は
、
出
身
地
（
本
籍
地
）
と
し
て
「〔
山

梨
〕」
と
あ
り
、
大
正
十
一
年
に
第
五
師
団
参
謀
を
経
て
い
る
。
な
お
、
長
谷
部
に
つ

い
て
、『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
五
年
至
昭
和
六
年
〉』
で
確
認
す
る
と
、「〈
東

京
府
一
中
〉
長
谷
部
照
正

神
奈
川
」(37)
と
あ
り
、
本
籍
地
は
神
奈
川
と
な
っ
て
い

る
。「
軍
歴
の
途
中
で
本
籍
を
移
す
」(38)
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。府

立
一
中
の
『
学
友
会
雑
誌
』
中
、「
文
芸
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
記
述
を
み
て
み
よ

う
。
昭
和
十
年
当
時
、
四
年
生
と
し
て
在
籍
中
で
あ
っ
た
生
徒
の
「
夏
休
の
印
象
」
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と
題
す
る
記
事
で
あ
る
。

八
月
九
日
。
此
の
日
は
父
が
九
州
へ
出
発
し
た
日
で
あ
る
。
僕
は
母
と
妹
と

三
人
で
横
浜
駅
ま
で
見
送
つ
た
。

汽
車
待
つ
間
も
何
だ
か
悲
し
く
て
父
の
顔
が
ま
と
も
に
見
れ
ず
、
比
律
賓
人

ら
し
い
一
団
ば
か
り
見
て
ゐ
た
。

慌
し
い
一
分
間
も
過
ぎ
汽
車
は
動
き
出
し
た
。
車
窓
に
縋
る
や
う
に
行
つ
て

も
追
附
け
な
く
な
つ
て
立
止
る
と
、
父
は
デ
ツ
キ
か
ら
身
を
の
り
出
し
て
「
正

月
に
は
待
つ
て
ゐ
る
ぞ
」
と
強
く
一
言
云
つ
て
皆
の
顔
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
た
。

此
の
一
語
に
思
は
ず
僕
は
ハ
ツ
と
な
つ
た
。
今
ま
で
い
ろ
〳
〵
「
か
ら
だ
を
大

切
に
」
と
か
「
母
さ
ん
に
孝
行
を
つ
く
せ
」
と
か
言
つ
た
の
は
聞
い
て
ゐ
る
。

し
か
し
此
の
「
正
月
に
は
待
つ
て
る
ぞ
」
の
一
語
こ
そ
父
の
本
当
の
心
で
は
な

か
つ
た
ら
う
か
。
佐
賀
関
と
い
へ
ば
何
処
に
あ
る
の
で
す
か
と
き
ゝ
返
す
人
の

多
い
辺
僻
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
栄
転
と
は
い
ふ
が
、
人
一
倍
子
煩
脳

（
マ
マ
）

の
父
が

唯
一
人
此
の
地
に
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
に
辛
い
事
だ
ら
う

父
自
身
で
は

「
一
人
静
か
に
読
書
で
も
す
る
か
」
と
言
つ
て
は
居
た
が
、
人
の
心
は
遂
に
最
後

に
真
情
を
吐
露
し
て
「
正
月
に
は
待
つ
て
る
ぞ
」
の
一
語
と
は
な
つ
た
の
だ
。

母
は
堪
へ
切
れ
ず
ハ
ン
カ
チ
を
出
し
て
高
く
上
げ
汽
車
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
眺
め
て
居
た
。

子
供
の
学
業
、
母
の
健
康
の
為
一
人
さ
び
し
く
赴
任
し
た
父
を
思
ふ
と
思
は

ず
熱
い
も
の
が
胸
に
こ
み
上
げ
て
来
て
、
遠
く
の
汽
笛
の
音
が
胸
に
さ
び
し
く

響
い
て
来
る
。(39)

こ
の
生
徒
の
父
親
が
、
こ
の
と
き
「
佐
賀
関
」（
大
分
県
）
へ
単
身
赴
任
し
て
い
っ

た
様
子
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
筆
者
に
つ
い
て
『
名
簿
』
か
ら
把
握
で

き
る
情
報
は
、
昭
和
十
三
年
時
点
で
横
浜
市
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
、
第
一
高
等
学

校
へ
進
学
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
十
二
至
昭
和

十
三
年
〉』
を
み
る
と
、
彼
の
本
籍
地
は
「
佐
賀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(40)
。
佐
賀
関
に

は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
久
原
鉱
業
株
式
会
社
の
製
錬
所
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
(41)
、
彼
の
父
親
が
全
国
に
事
業
を
展
開
す
る
会
社
の
社
員
で
あ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
も
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
本
籍
を
九
州
に
お
き
な
が
ら
父
親

の
勤
務
の
都
合
に
よ
り
、
母
と
妹
と
四
人
で
上
京
し
て
横
浜
に
在
住
、
府
立
一
中
へ

入
学
し
、
そ
の
後
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
学
友
会
雑
誌
』
の
以
下
の
記
述
か
ら
、
昭
和
十
年
時
点
で
一
年

生
で
あ
っ
た
こ
の
筆
者
の
、「
先
祖
代
々
の
墓
」が
徳
島
県
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

シ
ユ
シ
ユ
シ
ユ
ガ
タ
ン
汽
車
は
池
田
に
つ
い
た
。
猪
鼻
峠
の
険
を
超
え
吉
野

川
の
清
流
に
沿
つ
て
は
し
る
こ
と
約
二
時
間
、こ
の
吉
野
川
の
上
流
に
達
し
た
。

汽
車
を
降
り
て
す
ぐ
駅
前
に
ゐ
た
川
之
江
行
の
バ
ス
に
の
る
。
省
営
バ
ス
で

非
常
に
気
持
が
よ
い
。
池
田
の
町
を
出
る
と
羊
腸
た
る
山
間
の
道
と
な
つ
た
。

し
か
し
し
ば
ら
く
の
後
又
吉
野
川
の
清
流
に
沿
つ
た
道
と
な
り
や
が
て
三
好
橋

に
つ
い
た
。

バ
ス
を
降
り
て
三
好
橋
を
渡
つ
た
。
白
い
釣
橋
が
碧
藍
の
水
を
堪
へ
て
静
に

流
れ
る
吉
野
川
に
対
照
し
て
絵
の
や
う
に
美
し
い
。
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僕
は
こ
の
地
に
あ
る
先
祖
代
々
の
墓
参
り
に
き
た
の
で
あ
る
。(42)

こ
の
筆
者
に
つ
い
て
、『
昭
和
十
五
年
十
一
月

東
京
府
立
第
一
中
学
校
一
覧
』
を

み
る
と
、「
水
戸
文
乙
」(43)
と
あ
り
、
水
戸
高
等
学
校
へ
進
学
し
た
と
判
断
で
き
る
。

さ
ら
に
『
水
戸
高
等
学
校
一
覧
〈
昭
和
十
七
年
至
昭
和
十
八
年
〉』
に
よ
る
と
、「
府

立
第
一

三
木
達
夫

徳
島
」(44)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
本
籍
地
が
徳
島
県
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

同
じ
く
『
学
友
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
次
の
記
述
は
、
昭
和
十
年
に
五
年

生
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
生
徒
の
、
帰
省
の
様
子
で
あ
る
。

ゆ
る
や
か
な
米
搗
の
音
が
烈
し
い
モ
ー
ト
ル
の
叫
び
と
な
り
、
禅
刹
洞
光
寺

の
大
き
い
鐘
が
響
く
か
は
り
に
け
た
ゝ
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
の
響
が
大
橋
川
を
こ

だ
ま
し
て
渡
る
。

お
堀
に
淀
ん
だ
水
の
如
く
静
寂
と
沈
滞
の
二
語
に
尽
き
て
き
た
松
江
の
地
に

も
文
化
の
波
が
急
テ
ム
プ
に
押
寄
せ
て
ゐ
る
こ
と
を
ひ
し
〳
〵
と
感
じ
る
。

帰
省
す
る
毎
に
此
の
事
が
最
も
深
く
印
象
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
後
略
）(45)

こ
の
筆
者
に
関
す
る
『
名
簿
』
の
記
載
内
容
を
み
る
と
、「
松
江
文
乙
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
松
江
高
等
学
校
へ
進
学
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
松
江
高
等
学
校
一
覧
〈
自

昭
和
十
二
年
至
昭
和
十
三
年
〉』
に
「
東
京
府
立
第
一

大
橋
達
郎

島
根
」(46)
と
あ

り
、
本
籍
は
島
根
県
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
彼
の
郷
里
は
島
根
県
で
あ
り
、
上
京

し
て
府
立
一
中
へ
入
学
し
、
そ
の
後
、
松
江
高
等
学
校
へ
進
学
、
と
い
う
ル
ー
ト
を
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た
ど
っ
た
。

以
上
の
回
顧
や
在
校
当
時
の
作
文
な
ど
を
み
る
と
、
親
の
仕
事
上
の
都
合
で
、
府

外
か
ら
東
京
府
へ
、
あ
る
い
は
逆
に
東
京
府
か
ら
府
外
へ
移
動
し
た
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
る
。【
図
表
10
】に
、昭
和
十
一
年
の『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
一
覧
』中「
生

徒
現
住
所
地
方
別
」(47)
か
ら
、
在
校
生
の
現
住
所
の
分
布
を
示
し
た
。
旧
三
五
区
を

現
在
の
二
三
区
に
読
み
替
え
て
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
旧
芝
、
旧
麻
布
、
旧
赤

坂
区
（
現
港
区
）、
旧
渋
谷
区
（
現
渋
谷
区
）
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特

に
旧
芝
、
旧
麻
布
、
旧
赤
坂
区
に
は
、
各
国
の
公
使
館
や
宿
舎
が
あ
り
、
有
力
官
吏

や
政
治
家
、
実
業
家
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
師

団
司
令
部
、
麻
布
聯
隊
区
司
令
部
、
歩
兵
第
三
聯
隊
、
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
、
同
第

四
聯
隊
、
陸
軍
大
学
校
な
ど
、
軍
事
関
係
の
諸
施
設
が
密
集
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ

る
(48)
。た

だ
、
第
一
高
等
学
校
進
学
者
に
限
る
と
、
本
籍
地
が
東
京
府
外
で
あ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
十
一
年
至
昭
和

十
二
年
〉』
か
ら
、
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
生
徒
の
府
立
一
中
出
身
者
の
本
籍
地
を

見
た
と
こ
ろ
、
一
〇
七
名
中
四
二
名
、
お
よ
そ
四
〇
％
に
「
東
京
」
と
の
記
載
が
み

ら
れ
た
(49)
。
府
立
一
中
卒
業
生
の
本
籍
地
分
布
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
他

の
高
等
学
校
、
あ
る
い
は
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
等
の
一
覧
な
ど
と
も
照
合
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
分
析
か
ら
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
で
き
る
。

一
点
目
に
、
府
立
一
中
卒
業
後
の
進
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
等
学
校
や
大
学
予

科
へ
進
学
し
た
者
の
比
率
が
、
他
府
県
に
比
べ
高
い
と
い
う
点
は
間
違
い
な
い
。
特

に
、『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
の
記
述
に
も
あ
っ
た
が
、「
一
高
―
東
京
帝
大
の
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
へ
進
ん
だ
者
」(50)
が
三
五
％
を
上
回
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
飛
び
抜

け
た
比
率
で
あ
る
。
し
か
し
【
図
表
７
】
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
早
慶
を
主
と
す
る

私
立
大
学
の
記
載
が
最
多
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
進
学
先
で

の
学
修
分
野
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
文
学
・
法
学
、
理
学
・
工
学
の
分
野
で
は
、
確

か
に
帝
国
大
学
で
学
ん
だ
者
が
多
く
み
う
け
ら
れ
た
が
、
一
方
で
、
官
立
大
学
や
私

立
専
門
学
校
で
政
治
・
経
済
・
商
学
、
あ
る
い
は
医
学
等
を
学
ん
だ
者
も
一
定
数
存

在
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
口
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
府
県
に
比
べ
、
陸
海
軍
諸
学
校

へ
の
進
学
は
府
立
一
中
の
特
色
と
し
て
指
摘
し
づ
ら
い
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
、
多
様
性
に
富
む
進
路
の
背
景
に
あ
る
、
東
京
府
の
特
殊

性
で
あ
る
。
上
述
し
た
通
り
、
他
府
県
か
ら
、
し
か
も
遠
方
か
ら
東
京
へ
移
り
、
府

立
一
中
へ
入
学
し
た
ケ
ー
ス
を
確
認
し
た
。
多
様
な
産
業
で
支
え
ら
れ
、
ま
た
多
様

な
地
域
か
ら
流
入
し
て
き
た
人
々
が
住
む
東
京
府
は
、
山
口
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
が

も
つ
精
神
的
風
土
が
薄
い
こ
と
が
、
そ
の
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
(51)
。

第
三
に
、
府
立
一
中
↓
第
一
高
等
学
校
↓
東
京
帝
国
大
学
と
い
う
ル
ー
ト
に
つ
い

て
の
、
再
検
討
の
必
要
性
で
あ
る
。【
図
表
７
】
の
「
高
等
学
校
」
や
「
学
位
名
の
み
」

と
し
た
者
に
は
、
確
か
に
東
京
帝
国
大
学
へ
進
学
し
た
者
も
多
く
含
ま
れ
よ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
位
名
の
み
の
記
載
が
多
数
あ
り
、「
東
京
帝
大
」「
そ
の
他
の
帝
大
」

な
ど
、
具
体
的
な
学
校
名
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
勤
務
先
に
つ
い

て
記
載
の
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、「
就
職
率
」
は
容
易
に
算
出
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
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こ
と
を
考
え
る
と
、
よ
り
精
細
な
分
析
の
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

註(1)
神
辺
靖
光
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
―
府
県
別
編
Ⅰ
―
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二

一
一
頁
参
照
。

(2)
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻

学
校
教
育
２
』
教
育
研
究
振
興

会
、
一
九
七
四
年
、
一
〇
八
八
頁
。
以
下
、
同
書
を
引
用
・
参
照
す
る
場
合
は
、「『
日
本
近

代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
八
八
頁
。」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

(3)
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
八
四
〜
一
〇
九
一
頁

(4)
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
八
八
頁
。

(5)
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
八
八
頁
。

(6)
「
表
19

東
京
府
立
一
中
卒
業
生
の
進
路
」『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
九

一
頁
。

(7)
前
掲
、『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
―
府
県
別
編
Ⅰ
―
』。

(8)
武
石
典
史
『
近
代
東
京
の
私
立
中
学
校
―
上
京
と
立
身
出
世
の
社
会
史
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
二
年
。

(9)
須
藤
直
勝
『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
(日
比
谷
高
校
の
前
身
)―
エ
リ
ー
ト
校
の
現
代
に
生
き

る
英
才
教
育
と
遊
び
の
進
化
―
』
日
本
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
、
二
六
〇
頁
。

(10)
天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
―
教
育
と
日
本
の
近
代
―
』
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
七
刷
、
八

六
頁
。

(11)
前
掲
、『
近
代
東
京
の
私
立
中
学
校
―
上
京
と
立
身
出
世
の
社
会
史
―
』、
一
八
九
〜
一
九
〇

頁
。
同
書
で
は
、
水
戸
九
・
一
％
、
前
橋
一
一
・
一
％
、
大
町
五
・
一
％
、
野
沢
〇
・
八
％
、

三
重
第
二
の
四
・
四
％
、
武
生
〇
・
六
％
、
彦
根
一
二
・
五
％
、
姫
路
六
・
五
％
、
畝
傍
一
・

四
％
、
広
島
第
一
の
一
五
・
三
％
、
徳
島
二
・
二
％
、
宇
和
島
一
・
八
％
な
ど
、
明
治
三
十

年
代
の
各
中
学
校
に
お
け
る
他
府
県
出
身
者
の
占
有
率
を
列
挙
し
て
い
る
。

(12)
神
辺
靖
光
・
米
田
俊
彦
「
大
正
・
昭
和
初
期
道
府
県
別
中
学
校
一
覧
―
そ
の
１
公
立
中
学
校

―
」（
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
編
『
調
査
資
料
』
147
、
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研

究
所
、
平
成
元
年
）
二
〇
〜
二
二
頁
参
照
。

(13)
桑
原
三
二
『
東
京
府
公
立
中
学
校
教
育
史
』
桑
原
三
二
、
昭
和
五
十
六
年
、
二
七
六
〜
二
七

七
頁
。
な
お
、「
教
育
委
員
会
」
は
、「
東
京
府
会
東
京
府
政
調
査
委
員
会
教
育
委
員
会
」
を

指
す
。

(14)
前
掲
、『
東
京
府
公
立
中
学
校
教
育
史
』、
二
七
七
頁
。

(15)
文
部
省
編
『
文
部
省
第
七
十
一
年
報

昭
和
十
八
年
度
』（
印
刷
局
朝
陽
会
、
昭
和
五
十
四
年

復
刊
発
行
）、
八
五
頁
参
照
。

(16)
「
高
等
諸
学
校
一
覧
（
昭
和
15
年
度
）」
日
本
近
代
教
育
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
近
代

教
育
史
事
典
』
平
凡
社
、
昭
和
四
十
六
年
、
六
三
七
〜
六
四
四
頁
参
照
。

(17)
玉
木
英
彦
「
わ
た
く
し
の
こ
ろ
の
府
立
一
中
」
日
比
谷
高
校
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
日
比

谷
高
校
百
年
史

上
巻
』
日
比
谷
高
校
百
年
史
刊
行
委
員
会
、
昭
和
五
十
四
年
、
三
一
七
頁
。

以
下
、
同
書
を
引
用
・
参
照
す
る
際
は
、「『
日
比
谷
高
校
百
年
史

上
巻
』、
三
一
七
頁
。」

の
よ
う
に
略
記
す
る
。

(18)
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編『
東
京
府
立
第
一
中
学
校

創
立
五
十
年
史
』、昭
和
四
年
。
以
下
、

本
書
を
「『
五
十
年
史
』」
と
略
記
す
る
。【
図
表
１
】
に
示
し
た
、『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』

の
「
表
19
」
が
参
照
し
た
「
創
立
五
十
周
年
記
念
」
と
同
書
と
思
わ
れ
る
。

(19)
『
五
十
年
史
』、
七
四
頁
。

(20)
東
京
府
立
第
一
中
学
校
如
蘭
会
編
『
昭
和
十
三
年
十
月

東
京
府
立
第
一
中
学
校

如
蘭
会

員
及
現
在
生
徒
名
簿
』、
昭
和
十
三
年
。
以
下
、
同
書
を
「『
名
簿
』」
と
略
記
す
る
。

(21)
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編
『
東
京
府
立
第
一
中
学
校
沿
革
誌
』、
明
治
三
十
六
年
、
三
九
〜
四

〇
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。
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(22)
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
他
の
中
学
校
に
つ
い
て
示
す
。
長
野
県
長
野
中

学
校
の
卒
業
生
四
五
六
名
を
対
象
と
し
て
調
査
し
た
結
果
、
官
立
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学

校
が
三
六
％
、
私
立
の
そ
れ
が
お
よ
そ
二
〇
％
で
あ
っ
た
〔
烏
田
直
哉
「
長
野
県
長
野
中
学

校
卒
業
生
の
〈
進
学
-就
職
〉
―
『
創
立
二
十
五
年
記
念
帖
』
よ
り
―
」（
日
本
産
業
教
育
学

会
・
学
会
誌
編
集
委
員
会
編
『
産
業
教
育
学
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
）、

三
二
頁
参
照
〕。
ま
た
、
山
口
県
立
山
口
中
学
校
の
卒
業
生
一
、
三
八
七
名
を
対
象
と
し
た
場

合
、
官
立
実
業
専
門
学
校
が
三
八
二
名
、
私
立
の
専
門
学
校
が
四
七
名
な
ど
と
な
っ
て
お
り

（
旧
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
を
含
ま
ず
）、
合
わ
せ
て
お
よ
そ
三
一
％
で
あ
っ
た
〔
同
「
旧

制
山
口
中
学
校
に
お
け
る
卒
業
生
の
進
路
動
向
」（
中
国
四
国
教
育
学
会
編
『
教
育
学
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二
十
一
巻
、
平
成
二
十
九
年
）、
四
頁
参
照
〕。

(23)
「
如
蘭
会
員
及
現
在
生
徒
名
簿
」『
五
十
年
史
』
巻
末
名
簿
、
一
九
頁
。

(24)
『
名
簿
』、
四
一
頁
。

(25)
『
名
簿
』、
一
七
四
頁
。

(26)
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編『
昭
和
十
一
年
七
月

東
京
府
立
第
一
中
学
校
一
覧
』、一
七
六
頁
。

(27)
東
京
府
第
一
中
学
校
編
『
東
京
府
第
一
中
学
校
一
覧
』、
明
治
三
十
三
年
カ
（
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(28)
金
田
栄
太
郎
「
入
学
当
時
の
思
出
」
如
蘭
会
編
『
尋
中

一
中

日
比
谷
高
校

八
十
年
の

回
想

母
校
創
立
八
十
周
年
記
念
回
想
録
』
如
蘭
会
、
昭
和
三
十
三
年
、
九
八
〜
一
〇
二
頁
。

以
下
、
同
書
を
引
用
す
る
際
は
、「『
八
十
年
の
回
想
』、
九
八
〜
一
〇
二
頁
。」
の
よ
う
に
略

記
す
る
。

(29)
『
名
簿
』、
六
九
頁
。

(30)
東
京
高
等
商
業
学
校
編
『
東
京
高
等
商
業
学
校
一
覧
〈
従
明
治
三
十
七
年
至
明
治
三
十
八

年
〉』、
明
治
三
十
八
年
、
八
三
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。
な
お
、

〈

〉
は
割
註
を
示
す
。
以
下
同
様
。

(31)
川
上
理
一
「
大
二
の
思
い
出
」『
日
比
谷
高
校
百
年
史

上
巻
』、
二
九
六
〜
二
九
八
頁
。

(32)
大
正
二
年
卒
業
者
に
「
米
井
商
店
社
長
」（『
名
簿
』、
一
〇
一
頁
）
で
あ
る
米
井
信
夫
が
い
る
。

(33)
昭
和
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
に
入
学
、
本
籍
は
「
神
奈
川
」〔
東
京
帝
国
大

学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧

昭
和
八
年
度
』、
昭
和
八
年
、
四
四
七
頁
（
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕
で
あ
る
。

(34)
長
谷
部
照
正
「
大
正
か
ら
昭
和
へ
」『
八
十
年
の
回
想
』、
二
五
〇
〜
二
五
五
頁
。

(35)
『
名
簿
』、
一
四
二
頁
。

(36)
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
日
本
陸
海
軍
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
七
九
年
第
五
刷
、
五
八
頁
。

(37)
第
一
高
等
学
校
編
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
五
年
至
昭
和
六
年
〉』、
昭
和
五
年
、
一

四
七
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(38)
前
掲
、『
日
本
陸
海
軍
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』、
ⅱ
頁
。

(39)
平
野
潤「
夏
休
の
印
象
」東
京
府
立
第
一
中
学
校
学
友
会
編『
学
友
会
雑
誌

第
百
拾
弐
号
』、

昭
和
十
年
、
六
四
頁
。
以
下
、
同
書
を
引
用
す
る
際
は
、「『
学
友
会
雑
誌
』
一
一
二
号
、
六

四
頁
。」
と
略
記
す
る
。

(40)
第
一
高
等
学
校
編
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
十
二
年
至
昭
和
十
三
年
〉』、
昭
和
十
二

年
、
一
七
〇
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(41)
久
原
鉱
業
株
式
会
社
に
つ
い
て
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年
に
久
原
房
之
助
が
開
設
し
た
日
立
鉱
山
事
務
所
に
始
ま
り
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
九

月
に
久
原
鉱
業
株
式
会
社
と
し
て
改
組
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
佐
賀
関
の
ほ
か
、
鎮
南
浦
（
朝

鮮
）、
家
島
（
兵
庫
県
）
に
製
錬
所
を
設
置
し
買
鉱
を
推
進
し
て
非
鉄
金
属
生
産
で
は
首
位
に

立
っ
た
。
後
、
昭
和
三
年
に
は
、
久
原
鉱
業
を
、
義
兄
の
鮎
川
義
介
に
ゆ
だ
ね
、
同
年
、
商

号
を
日
本
産
業
と
し
た
。
翌
昭
和
四
年
に
は
、
日
本
産
業
の
鉱
業
部
門
を
独
立
さ
せ
、
日
本

鉱
業
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
〔
中
村
隆
英
「
久
原
房
之
助
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
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『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
九
年
、
八
五
〇
頁
）、
武
田
晴
人
「
日

本
鉱
業
会
社
」（
同
、
第
十
一
巻
、
平
成
二
年
、
一
四
七
頁
）
参
照
〕。

(42)
三
木
達
夫
「
墓
参
」『
学
友
会
雑
誌
』
一
一
二
号
、
昭
和
十
年
、
六
六
〜
六
七
頁
。

(43)
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編
『
昭
和
十
五
年
十
一
月

東
京
府
立
第
一
中
学
校
一
覧
』、
昭
和
十

五
年
、
二
四
七
頁
。

(44)
水
戸
高
等
学
校
編
『
水
戸
高
等
学
校
一
覧
〈
昭
和
十
七
年
至
昭
和
十
八
年
〉』、
昭
和
十
七
年
、

一
〇
〇
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(45)
大
橋
達
郎
「
松
江
の
今
昔
」『
学
友
会
雑
誌
』
一
一
二
号
、
昭
和
十
年
、
七
三
〜
七
四
頁
。

(46)
松
江
高
等
学
校
編
『
松
江
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
十
二
年
至
昭
和
十
三
年
〉』、
昭
和
十
二

年
、
七
八
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(47)
「
四

生
徒
現
住
所
地
方
別
」
東
京
府
立
第
一
中
学
校
編
『
昭
和
十
一
年
七
月

東
京
府
立

第
一
中
学
校
一
覧
』、
昭
和
十
一
年
、
七
五
〜
七
七
頁
。

(48)
港
区
編
『
平
和
の
願
い
を
こ
め
て

2016

―
今
、
語
り
継
ぐ
戦
争
の
体
験
―

港
区
戦
争
・

戦
災
体
験
集

第
３
集
』
港
区
総
務
部
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当
、
平
成
二
十
八
年
、
一

六
〜
一
九
頁
参
照
（
港
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w
w
w
.city.m
inato.tokyo.jp/

jinken/
heiw
anonegaiw
okom
ete2016.htm
l：
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
閲

覧
）。

(49)
前
掲
、『
第
一
高
等
学
校
一
覧
〈
自
昭
和
十
一
年
至
昭
和
十
二
年
〉』、
一
五
七
〜
一
七
七
頁
参

照
。

(50)
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻
』、
一
〇
八
八
頁
。

(51)
前
掲
、「
旧
制
山
口
中
学
校
に
お
け
る
卒
業
生
の
進
路
動
向
」
お
よ
び
、「
鹿
児
島
県
に
お
け

る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
―
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編
『
学
友
会
雑
誌
』
の
分
析

を
中
心
に
―
」（『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要

人
文
科
学
研
究
編
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一

八
年
、
一
〜
二
四
頁
）
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
中
国
四
国
教
育
学
会
第
六
十
九
回
大
会
「
日
本
教
育
史
Ⅱ
」
部

会
（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
、
広
島
女
学
院
大
学
）
で
報
告
し
た
「
東
京

府
立
第
一
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
」
に
加
筆
、
修
正
を
加
え
て
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
川
口
雅
昭
人
間
環
境
大
学
教
授
よ
り

御
指
導
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。（

東
海
学
園
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
）
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